
当
山
節
分
会（
豆
ま
き
）の
申
込
受
付
中

当
山
節
分
会（
豆
ま
き
）の
申
込
受
付
中

（「
節
分
へ
の
参
加
希
望
で
す
」
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
）

�Þ

　
例
年
同
様
、
御
札
の
み
の
ご
希
望
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
同
封
の
申
込

用
紙
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

（
１
枚
４
０
０
０
円
、
複
数
枚
の
お
申
し

込
み
も
可
能
で
す
）

　
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
節
分
会
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
年
も
二
月
三
日
に
開
催
致

し
ま
す
。
節
分
会
で
は
ま
ず
『
大
般
若
転

読
』
の
法
要
を
行
い
、
参
加
者
を
は
じ
め

と
し
た
皆
様
の
厄
除
け
、
長
寿
や
病
気
の

平
癒
、
学
業
の
成
就
、
商
売
の
繁
昌
等
の

様
々
な
祈
願
を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、

参
加
者
に
は
豆
ま
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
豆
ま
き
終
了
後
に
は
お
弁
当
を
ご
用
意

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
升
、
祈
祷
札
、
お
菓

子
の
お
土
産
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
ま
で
開
催
を
見
送
っ
て
お

り
ま
し
た
地
域
の
子
ど
も
達
へ
の
豆
ま
き

を
今
年
は
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
の

方
々
に
は
ご
用
意
し
た
豆
や
お
菓
子
を
地

域
の
子
ど
も
達
へ
ま
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�y�y�y�G�° R�Ô�Ì
　
令
和
六
年
二
月
三
日
（
土
）

　
午
後
四
時
〜（
参
加
者
は
三
時
二
十
分
集
合
）

�° R	Ô	t
　
　
円
満
寺
本
堂

�° R�€�C
…
　
一
名
　
一
万
円

　（
お
弁
当
、
御
札
代
等
全
て
込
み
）

�Þ

　
参
加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

℡
　
０
４
５
（
２
３
１
）
４
３
８
３
　

以前の節分会の様子

出仕僧侶と壇信徒で記念撮影（円満寺本堂前）

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
諸
事
業
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
十
月
二
十
九
日
に
法
灯
継
承
式
・
晋
山
式
・
祝
賀
会
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
、
多
数
の
壇
信
徒
・
関
係
各
位
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
出
席
が
難
し
く
と
も
ご
協
力
を
頂
い
た
方
々

も
多
く
、
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
報
の
通
り
先
代
住
職
が
一
昨
年
、
京
都
の
曼
殊
院
門
跡
門
主
に

就
任
し
、
宗
派
の
規
定
に
よ
り
当
山
の
住
職
を
兼
任
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
為
、
書
面
上
は
既
に
住
職
交
代
を
完
了
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
式
典
を
無
事
終
え
な
い
事
に
は
正
式
に
お
披
露
目

が
出
来
な
い
風
習
が
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
な
不
都
合
な
く
行
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が
完
全
に
無
く
な
っ
た
訳
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
世
間
の
様
々
な
催
し
も
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
寺
も
状
況
を
見
据
え
つ
つ
、
皆
様
に
よ
り
お
寺

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
先
代
の
京
都
曼
殊
院
で
の
晋
山

式
に
続
き
、
円
満
寺
で
の
法
灯
継
承
式
・

晋
山
式
・
祝
賀
会
と
行
事
が
目
白
押
し
の

一
年
で
し
た
。
関
係
各
所
へ
の
ご
挨
拶
等

に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
、
皆
様
に
も
ご

不
便
を
お
掛
け
し
た
事
も
多
々
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
何
卒
ご
容
赦
頂
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

　
本
文
中
で
は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
住
職
と
同
期
と
い
う
事
も
あ
り
天
台

宗
の
中
で
も
荒
行
中
の
荒
行
、
千
日
回
峰

行
を
満
行
し
た
光
永
圓
道
大
阿
闍
梨
も
お

越
し
頂
く
等
、
様
々
な
方
に
ご
助
力
頂
い

た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
総
代
を
は
じ
め

と
し
た
壇
信
徒
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　（
良
嘉
記
）
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寺
総
代
会
開
催

円
満
寺
総
代
会
開
催

　
十
月
一
日
午
後
三
時
よ
り
、
円
満
寺
に

於
い
て
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。
十
月
二

十
九
日
に
開
催
さ
れ
る
法
灯
継
承
式
・
晋

山
式
・
祝
賀
会
に
つ
い
て
最
新
の
出
欠
状

況
に
基
づ
き
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

当
日
の
具
体
的
な
配
役
、
準
備
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
数
が
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
時

期
に
な
っ
た
た
め
、
詳
細
な
予
算
案
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
、
先
に
行
わ
れ
て
い
た

責
任
役
員
会
（
前
号
に
記
事
掲
載
）
に
基

づ
き
護
持
会
費
よ
り
最
大
二
百
万
円
程
度

の
出
金
を
行
っ
て
は
と
の
提
案
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
決
定
が
な
さ
れ
た
。（
実

際
の
出
金
額
明
細
に
関
し
て
は
下
記
記
事

に
て
掲
載
）

　
ま
た
、
祝
賀
会
に
お
い
て
は
騒
が
し
く

な
り
が
ち
な
余
興
は
用
意
を
せ
ず
、
鏡
開

き
の
み
行
う
と
い
う
事
も
決
定
さ
れ
、
前

住
職
の
郷
里
で
あ
る
会
津
の
蔵
本
か
ら
樽

酒
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
費
用
に
関
し
て
は

総
代
一
同
に
て
負
担
を
す
る
旨
の
話
し
合

い
が
な
さ
れ
た
。

護
持
会
費
出
金
に
関
す
る
ご
報
告

護
持
会
費
出
金
に
関
す
る
ご
報
告

護
持
会
費
の
今
年
度
収
支
に
つ
い
て
は
年

度
末
を
過
ぎ
て
か
ら
皆
様
に
ご
報
告
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
総
代
会
に
て
ご
承
認

頂
い
て
お
り
ま
す
通
り
、
法
灯
継
承
式
・

晋
山
式
・
祝
賀
会
に
関
わ
る
費
用
の
一
部

を
護
持
会
費
よ
り
出
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
案
内
状
・
封
筒
・
領
収
書
印
刷
費

２
６
２
，９
０
０��

○
切
手
・
葉
書
購
入
費

２
０
６
，２
７
６��

○
記
念
品
（
防
災
ボ
ト
ル
）
費
用

４
４
０
，０
０
０��

○
記
録
（
写
真
・
映
像
）
撮
影
費

５
３
０
，０
０
０��

○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
手
配
費２

８
０
，０
０
０��

合
計��

１
，７
１
９
，１
７
６��

　
今
回
の
式
典
は
五
十
三
年
ぶ
り
と
な
る

円
満
寺
に
と
っ
て
特
別
な
行
事
で
あ
る
と

共
に
、
今
後
の
寺
院
運
営
の
為
に
も
様
々

な
天
台
宗
寺
院
・
各
種
団
体
と
の
連
携
を

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
の
壇

信
徒
の
皆
様
の
寺
院
運
営
へ
の
ご
協
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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円
満
寺
　

法
灯
継
承
式

 
・
晋
山
式
・
祝
賀
会
開
催

円
満
寺
　

法
灯
継
承
式

 
・
晋
山
式
・
祝
賀
会
開
催

　
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
、
円
満
寺
本

堂
に
お
い
て
法
灯
継
承
式
・
晋
山
式
が
執

り
行
わ
れ
、
僧
侶
百
十
名
、
壇
信
徒
及
び

関
係
者
百
四
十
名
余
の
約
二
百
五
十
名
が

集
ま
っ
た
。

　
法
灯
継
承
式
は
、
法
（
仏
様
の
教
え
）

の
灯
を
引
き
継
ぐ
、
す
な
わ
ち
円
満
寺
第

五
世
住
職
の
西
郊
良
光
師
（
現
　
曼
殊
院

門
跡
門
主
）
か
ら
、
良
光
師
の
長
男
で
あ

り
円
満
寺
第
六
世
住
職
の
西
郊
良
貴
師
へ

と
住
職
を
引
き
継
ぐ
儀
式
で
あ
り
、
最
初

に
西
郊
良
光
師
を
導
師
と
し
て
法
要
が
開

始
。

　
終
了
後
に
加
藤
浩
照
神
奈
川
教
区
所
長

よ
り
、
良
貴
師
へ
の
住
職
辞
令
の
伝
達
が

行
わ
れ
、
続
い
て
良
光
師
か
ら
良
貴
師
へ

と
宝
物
（
壇
信
徒
の
過
去
帳
）
の
授
与
が

行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
良
貴
師
を
導
師
と
し
て
、
晋
山

式
（
新
た
に
住
職
任
命
を
受
け
た
僧
侶
が
、

住
職
と
し
て
入
山
す
る
儀
式
）
の
法
要
が

行
わ
れ
た
。

　
法
要
終
了
後
、
獅
子
王
圓
明
比
叡
山
延

暦
寺
副
執
行
、
小
堀
光
實
三
千
院
門
跡
門

主
、
加
藤
浩
照
神
奈
川
教
区
所
長
、
板
橋

悟
円
満
寺
壇
信
徒
総
代
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
良
光
前
住
職
は
「
檀

信
徒
の
方
々
と
寺
族
に
支
え
ら
れ
て
き

た
。
皆
さ
ま
の
力
が
な
け
れ
ば
今
日
の
円

入堂する出仕僧侶と住職

満
寺
は
な
い
」
と
感
謝
し
、
良
貴
新
住
職

は
「
先
代
が
立
派
に
整
備
さ
れ
た
伽
藍
の

中
身
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
精

進
し
て
い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
千
葉

信
一
総
代
の
閉
会
の
辞
に
て
式
典
が
終

了
。
本
堂
前
に
て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　
記
念
撮
影
終
了
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

に
て
祝
賀
会
会
場
の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ

コ
ハ
マ
へ
と
移
動
し
記
念
祝
賀
会
が
催
さ

れ
た
。
川
口
義
一
総
代
の
開
会
の
辞
の
後
、

衆
議
院
議
員
　
菅
義
偉
前
内
閣
総
理
大

臣
、
嘉
瀬
慶
文
天
台
宗
全
国
所
長
会
会
長
、

新
井
順
澄
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
、

善
浪
裕
勝
横
浜
市
仏
教
会
会
長
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
新
住
職
に
対
す

る
期
待
と
激
励
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
良
光
前
住
職
、
良
貴
新
住
職
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
壇
上
に
て
鏡
開
き
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
住
職
夫
妻
に
総
代
長

令
夫
人
で
あ
る
板
橋
淑
子
様
、
住
職
長
女

の
百
合
子
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
歓
談

が
な
さ
れ
た
。

　
会
場
に
は
前
住
職
の
大
学
時
代
の
教
え

子
や
、
円
満
寺
に
住
み
込
み
お
手
伝
い
を

し
た
歴
代
の
僧
侶
も
参
集
し
新
住
職
の
門

出
を
祝
う
と
共
に
、
前
住
職
の
五
十
三
年

間
に
渡
る
円
満
寺
で
の
住
職
任
期
の
集
大

成
と
言
え
る
会
と
な
っ
た
。

　
鈴
木
重
治
総
代
の
閉
会
の
辞
の
後
、
祝

賀
会
も
閉
会
。
住
職
交
代
に
関
わ
る
一
連

の
行
事
が
無
事
円
成
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

導師を務める良光前住職

住職辞令を受け取る良貴新住職宝物（過去帳）の授与

本堂に250名余りが参集出席僧侶との記念撮影

円満寺ＯＢの僧侶達も出席総代一同も詰めかけた

祝辞を述べる菅義偉前内閣総理大臣住職夫妻に花束贈呈

代表者による鏡開き乾杯が行われた
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